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みえ市民活動・ボランティアニュースはこちらにあります。

【地域の社会福祉協議会】 県内の市町社会福祉協議会

【地域の市民活動センター等】〈　市〉みえ市民活動ボランティアセンター/津市市民活動センター/三重
大学/ޢ大学/三重短期大学/高田短期大学　〈܂名市〉܂名市市民活動センター　〈いなべ市〉いなべ
市市民活動センター　〈౦員町〉とういんボランティア市民活動支援センター　〈࢛日市市〉四日市市市民
活動センター/四日市大学　〈ُࢁ市〉ُ 山市市民協働センター　〈ླࣛ市〉市民ネットワークすずかのぶ
どう/鈴鹿国際大学/鈴鹿ҩྍ科学大学　〈দࡕ市〉松阪市市民活動センター/三重中京大学　〈ҏ勢市〉
いせ市民活動センター/ߖላ館大学　〈ௗӋ市〉鳥ӋＮＰＯネットワークセンター・結　〈ࢤຎ市〉志ຎ市市
民活動支援センター/ԣ山ビジターセンター　〈名ு市〉名張市市民活動支援センター／エコリκート楩
目の森/名張市立図書館/名張青年会議所/名張市総合福祉センター　〈ҏլ市〉伊賀市市民活動支援セ
ンター/伊賀市立図書館/伊賀青年会議所　〈ඌ市〉東紀भコミュニティデザイン　〈໌町〉めいわ市民
活動サポートセンター　〈ೆҏ勢町〉倕伊勢町町民文化会館　〈لๅ町〉紀宝町ボランティア市民活動セン
ター　

協　賛

【金༥機関・企業等】	百五銀行各店/第三銀行各店/三重銀行各店/東海労働金ݿ各店/県下JAバンク各店/
メディカル一光各調ࡎༀ局

【行政機関等】	 	三重県ி県民ホール/三重県地域機関（各県民センター[܂名、四日市、鈴鹿、津、松阪、伊
勢、伊賀、尾鷲、熊野]）/三重県栄町ி （ࣷ情報公開槜ޱ）/三重県総合ҩྍセンター/三重県立一志病院/
三重県立志ຎ病院/三重県立こころのҩྍセンター/三重県立こころの健康センター/ࡈ宮ྺ史ത物館/
三重県立ത物館/三重県立図書館/三重県生֔学習センター/三重県男女共同参画センター『フレンテ
みえ』/三重県人権センター/三重県身体障者総合福祉センター/三重県環境学習情報センター/三重
県鳥Ӌパート情報センター/三重県立熊野古道センター/各市町役場/各市町中央公民館など

みえ市民活動・ボランティアニュース発行にあたり、協
賛をいただいております。

環境にやさしい植物性大豆インキを使用しています。
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代表理事　伊井野  雄二

特定非営利活動法人 
みえＮＰＯネットワークセンター

Interview
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みえ市民活動ボランティアセンタースタッフとの会議

今までにはなかった新しいＮＰＯセンター
へ成長していきたい　　　　　　 　
みえＮＰＯネットワークセンターについてお聞かせください
　平成 24 年 4 月 1 日から、特定非営利活動法人 みえＮ
ＰＯネットワークセンターが、みえ県民交流センター（み
え市民活動ボランティアセンター）の指定管理者となり
ました。私たちみえ NPO ネットワークセンターの最大
の特徴は、ＮＰＯの中間支援団体で構成された組織であ
り、三重県のナショナルセンターとしての役割を果たす
ＮＰＯセンターであるということです。
　個人ではなく団体が集まって中間支援を構成するという
ことは、おのおのの団体のステークホルダーからも協力を
得られるため、より多くの仲間と力を発揮することができ
ます。その力を活かして指定管理を行い、より質の高いＮ
ＰＯの交流、中間支援団体との交流、企業との交流、行政
との交流など、社会の多様な主体といわれている人たちと
の交流促進を図っていくべきだと感じています。
　その中で中間支援団体との交流は、活動の大きな柱に
したいと考えています。従来の中間支援団体の交流や
ネットワークは NPO を支援する NPO だけが参加する
傾向にありましたが、私たちは今後、専門的な分野で活
躍されている団体にも加入していただき、専門性の高い
新たな NPO の中間支援ネットワークを築き上げたいと
思っています。
　分かりやすく言うと、現在 NPO には、環境やまちづ
くり、保健、福祉など、さまざまな分野で専門的に取り
組んでいる仲間たちがいます。そのような特定の分野で
専門的に活動している仲間たちが、ネットワークを組み、
中間支援的な機能を持つことで、専門的な相談を受けた
り、専門的なサポートをしたりする環境が整い、より質
の高い NPO 支援を提供できます。そのことにより、ま
すますナショナルセンターとしての力が高まるのではな
いかと考えています。今まで三重県にはなかった NPO
センターへと成長することになりますね。

多様な人たちがつながることが新しいＮ
ＰＯの力をつくる　　　　　　
今、県下で進められている「新しい公共」についてどの
ように感じられていますか？

　自治会・ＮＰＯ・社会福祉協議会・企業・行政などが
一緒に話し合う「新しい公共の場」では、人と人とが助
け合い、活気ある社会をいかにしてつくっていくのかな
どを議論し、何かしらの到達点を見つけています。この
ような取り組みが、県下 29 市町で活発に行われるとい
うことが、ＮＰＯの活動を支援することにもつながると
思います。
　多様な人々が交流し、協力・協働の関係を進めること
が、新しいＮＰＯの力をつくりだす大切なきっかけです
し、私たちが今までになかった新しい流れをつくってい
かなければならないと感じています。

いつも積極的に、そして求められているこ
とを実現する
これから目指す、みえ市民活動ボランティアセンター
の姿とは？
　みえ市民活動ボランティアセンターは、訪れる多くの
人たちに、親しみを持ってもらえるセンターになってほ
しいですね。そのようなセンターにするために、受身で
はなく、攻めの姿勢で運営に取り組みたいと思います。
センターを訪れる人たちと共に喜び合い、励まし合いた
いですね。そのためには、職員がセンターへ訪れる方に
積極的に声をかけていくことが大切だと思います。
　ＮＰＯやボランティアというのは、新聞やテレビなど
のマスコミで語られている以上に困難な状況にありま
す。それはお金だけではなくて、人もそうですし、物も
そうです。このようにさまざまな面で問題を抱えていま
すから、「ＮＰＯに求められていることは何か」をいつ
も積極的に感じとって、そして求められていることを実
現できるセンターであってほしいと思っています。

みえ NPO ネットワークセンター
事務局住所 	 	〒512-8512		三重県四日市市萱生町	
	 	 	1200番地　四日市大学　市民社会研究所内
T 	 E 	 L　　059-363-3539	
	　F 	 A 	 X　　059-355-2640	
	E - m a i l　　ssk21ww@yahoo.co.jp	

	ホームページ　　http://mienponet.org/		
	代 　表 　者　　代表理事　伊井野　雄二	 	
	団体設立年月日　　平成 23年 7月31日	
	　ＮＰＯ法人化年月日　　	平成 23年10月27日	

DATA

みえ市民活動ボランティアセンター	
http://www.mienpo.net/center/
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  市民活動    スポーツ    支援    環境    福祉    まちづくり助 成 金 情 報
  市民活動

第１回エクセレント NPO 大賞
	 5月 8日（火）　当日消印有効
	 		国内外における社会貢献を目的とした、もしくは東日
本大震災の救援・復興活動に従事した市民による日
本国内のNPOやその他の非営利組織、市民によ			
　　るグループ (法人格の有無不問 )　※他薦も可
	 エクセレントNPO大賞 ... 賞状・賞金50万円

	 	※		「エクセレントNPO大賞」は以下の4賞の受賞		
　者の中から、エクセレントNPOの33の評価基		
　準を考慮して選考。大賞受賞団体への賞金は、　先
　に受賞する下記賞の賞金に加算して贈呈。

	 	①市民賞 ... 賞状・賞金50万円
	 		②課題解決賞 ... 賞状・賞金50万円
	 		③組織力賞 ... 賞状・賞金50万円
	 	④	特別賞：東日本大震災復興支援賞 ... 賞状・賞

金50万円 
	 			HPより応募書類をダウンロードし必要事項を記入		
　の上、指定の書類を添付し事務局宛て郵便または				
　　Faxにて送付。　※詳細はHP参照
	 	　エクセレントNPO大賞審査委員会事務局

	 〒103-0027　東京都中央区日本橋1-20-7　
	 言論 NPO内
	 	Tel　03-3548-0511	　Fax　03-3548-0512

	 	info@excellent-npo.net
	 		https://www.mainichi-ks.co.jp/form/e-npo/

  スポーツ

スミセイ　
コミュニティスポーツ推進助成プログラム

	 5月1日（火）〜5月15日（火）　必着
	 		【A．調査・研究助成】

	 	応募資格は特に定めない。既存の組織によるものの
他、個人あるいはグループでの応募も可能。研究者と
市民・	　NPOが共同して取り組むプロジェクトを期待する。
	 		・多様な健康ニーズをもつ市民と専門家が協力し、
　さまざまな年齢や立場を超えて、みんなが楽しみ
　ながら作り上げるプロセスを重視した、コミュニティ
　スポーツの開発とその実践手法に関する調査・研究

	 		・疾病や障がいのあるひと、社会参加をめざす若者、	
　	 　子育て世代、高齢者、在住外国人など、健康にかか	
	 　わる社会的な支援が十分でない人たちを対象にした、	
	 　コミュニティスポーツへの参加促進と支援方策に関する	
	 　調査・研究など
	 	【B．実践助成】

	 	次の条件を満たす団体
	 	①民間の非営利組織であること（法人格の有無・種
	 　類不問）
	 	②原則として2	年以上の団体運営および活動実績が	
	 　あること
	 	③団体の目的や活動内容が政治・宗教に偏ってないこと

	 		・子ども世代・親世代・シニア世代の三世代が一緒に	
	 　なって、交流しながら楽しめるコミュニティスポーツ	
	 　をめざす取り組み
	 	・日常的に地域コミュニティやスポーツへの参加が困	

	 　難な人たちと市民が共に支え合い、仲間をつくりな	
	 　がら楽しめるコミュニティスポーツをめざす取り組み	
	 	 		・まちづくり・まちおこしなど、地域の活性化に向	
	 　けたコミュニティスポーツをめざす取り組みなど
	 	※詳細はHP参照

			【A．調査・研究助成】　
	 	１件あたり50万円以上400万円以下。助成件数	は	
	 	7〜10 件程度
	 　【B．実践助成】　
	 	１件あたり50万円以下。助成件数は16〜19 件程度
	 	以上、総額 2,000万円

	 			HPより応募用紙をダウンロードし必要事項を記入
	 	の	上、原本と複写各1部を簡易書留または宅配便
	 	な		ど配達記録の残る手段で送付。

	 		公益財団法人住友生命健康財団
	 　「スミセイコミュニティスポーツ推進助成プログラム」係
	 〒540-0001　大阪市中央区城見1-4-70　
	 	住友		生命OBPプラザビル12階
	 	Tel　06-6947-3140（永野・杉本）　
												Fax　06-6947-3142

	 		　http://www.sumitomolife.co.jp/csr/kouken/
　kenkou/sport2012.html

  支援

みえ農商工連携推進ファンド助成金募集
	 	5月18日（金）　17:00まで
	 		①県内に主たる事務所または事業所を有する中	
　小企業者（グループ含む）、創業者と県内の農林漁	
　業者との連携体

	 	②県内に主たる事務所または事業所を有するNPO	
	 　等の中小企業者以外の者と県内の農林漁業者との	
	 　連携体
	 　	③中小企業者（「NPO（法人格必要）等の中小企業
　	 　者以外の者」を含む）と農林漁業者との連携を支	
　	 　援する産業支援機関

	 	A．新商品・新サービス開発等支援事業
    （一般型）農林漁業者が持つ素材と中小企業者が	
	 　持つ知恵・技術・ノウハウを活用した新商品・新サー	
	 　ビスの開発や販路拡大等の取り組み
	 		 （産学官共同研究開発型）大学や公設試験場等の	
	 　研究機能等を活用した高付加価値商品・サービス	
	 　の研究開発、試作品開発等を行う取り組み
	 	B ．農商工連携体支援事業
	 　中小企業者等と農林漁業者の連携体による事業化	
	 　を促進する産業支援機関の取り組み

	 	A．（一般型）400万円以内
	 	（産学官共同研究開発型）500万円以内
	 	B ．300万円以内
	 ※最低助成額はいずれも50万円。詳細はHP参照

	 		HPより「みえ農商工連携推進ファンド助成金交付事	
	 	業実施計画書」をダウンロードし、必要事項を記入	
	 	の上、原本1部と複写2部を郵送。（直接持参も可）

		（公財）三重県産業支援センター地域産業創造課
	 〒514-0004　津市栄町1丁目891　
	 	三重県合同ビル5階
	 		Tel　059-228-3585	　Fax　059-228-3800
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　平成 23 年度より、特定非営利活動法人みえ
NPOネットワークセンターでは、NPO、行政、企
業など多様な主体が、きめ細やかな社会サービスの
提供を目指す「新しい公共」の実現に向けた「新し
い公共推進指針 (仮称 )策定事業」を進めています。
　具体的には、まず県内を8つの地域に分けた「地
域円卓会議」を開催し、地域の課題を浮き彫りにし
ました。そして、平成 24 年 3月4日に開催された
「第1回	三重県新しい公共円卓会議」において、多
様な主体の代表者と、オブザーバーとしてお集まり
いただいた県民の皆さまと一緒に、「1. 新しい公共
とは」「2.『新しい公共の心』をどのように育てるか」
の2つのテーマを通じて、「地域の課題」と「新しい
公共」についての意見交換を行いました。
　主な意見として、「仕事や子育てで、地域活動に
参加する時間がない」「高齢化、核家族化による家
庭内環境の変化」「子どもたちの地域参画機会の減
少」などといった、経済活動による人の流れや、地

域の生活様式の変化に直面した意見が出ました。ま
た、オブザーバーの皆さまからも、貴重なご意見を
いただきました。
　昨年度同様、今年度も「地域円卓会議」と「三重
県新しい公共円卓会議」を開催し、三重県としての
新しい公共の指針策定を目指します。一人ひとりに
居場所がある、支え合いと活気のある地域社会の
実現に向けて頑張りますので、これからの「地域円
卓会議」そして「新しい公共円卓会議」にオブザー
バーとしてご参加いただければ幸いです。

「新しい公共円卓会議」について

	 	E-mail　 	ホームページ

円卓会議のようす

	 	tisansou@miesc.or.jp
	 		http://www.miesc.or.jp/noushoukou/

	 	※同時募集　みえ地域コミュニティ応援ファンド助成金
	 		http://www.miesc.or.jp/cb-fund/

  環境

公益信託富士フイルム・グリーンファンド
	 5月21日（月）　当日消印有効
	 		①営利を目的としない活動及び研究。

	 	②活動及び研究がおこなわれるフィールドは日本国内。
	 	③代表者または管理者の定めのある団体で、役員そ	
	 　の他の機関の構成、選任方法、その他事業の運営	
	 　に重要な事項が特定の者、あるいは特別の関係者	
	 　等の意志に従わずに、決定・運営されている団体。
	 　また、　特定の者等に特別の利益を与えていない団体。

	 	　活動助成：自然環境保全もしくは自然とのふれあい活動
	 	研究助成：身近な自然環境保全のための調査研究	
	 	もしくは自然とのふれあいを促進するための調査研究
	 	※詳細はHP参照

	 		総額 850万円を予定（4件程度）
	 		HPより申請書をダウンロードし必要事項を記入・捺		
　印の上、必要書類を添付して事務局宛に簡易書留
等で送付。
	 	公益信託　富士フイルム・グリーンファンド事務局

	 〒110-8676　東京都台東区下谷 3-10-10　
	 	（財）自然環境研究センター内
	 	Tel　03-5824-0960	　Fax　03-5824-0961

	 		http://www.jwrc.or.jp/shintaku/1.htm

   福祉・まちづくり
ニッセイ財団　高齢社会における先駆的事業助成
～共に生きる地域コミュニティづくり～

	 5月31日（木）　当日消印有効
	 		既に活動実績がある社会福祉法人、財団法人、社	
　団法人、NPO法人を原則とし、その代表者及び事
　業責任者が信頼するに足るものであること。

	 　助成を受ける法人（団体）のみが、その事業を展開す	
	 るのではなく、住民や行政、施設、社会福祉協議会、	
	 　学識経験者等がチームをつくり、広く地域住民を対	
	 　象とした活動を展開すること。

	 	①高齢社会における地域福祉、まちづくりを目指す	
	 　地域を基盤とした先駆的事業
	 	②高齢者の自立・自己実現・社会参加等を推進する	
	 　地域社会システムづくりの先駆的事業
	 	　③認知症高齢者に関する予防からケアまでの総合	
	 　的な先駆的事業　※詳細はHP参照

	 　最長 2年半、合計助成金は700万円以内（1〜2	
	 	団体を予定）

	 			HPより申請書をダウンロードし必要事項を記入、作　成
	 	　し　た申請書の原本及び両面コピー2部を添付して送付。

	 　日本生命財団　高齢社会助成　事務局
	 	〒541-0042　大阪市中央区今橋3丁目1番7号　	
	 			日本生命今橋ビル4階
	 	Tel　06-6204-4013	　Fax　06-6204-0120

					http://www.nihonseimei-zaidan.or.jp/	kourei/		
	 　02_gaiyo.html
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 5 月 10 日～16 日は「愛鳥週間」です！
野鳥観察会　～春編～
新緑が気持ちのいい上野森林公園
で、散策しながらホオジロやウグイ
ス、ヤマガラ、カワラヒワなどの野
鳥の声を楽しみませんか。

	 	5月13日（日）9：30 〜12:00
	 	　※当日は、長袖・長ズボン・帽	
　	 　子を着用し、運動靴でお越	
	 　し下さい。
	 	※雨天の場合は室内でのお話	
	 　となります。

	 	三重県上野森林公園	
	 	無料（持ち物：あれば双眼鏡	

	 やハンディ図鑑、筆記用具）
	 	15人
	 	5月4日（金）先着順
	 	行事名「野鳥観察会〜春編〜」、		

	 　参加者全員の住所・氏名・	年	
	 　齢・Tel・Fax 番号を明記し、	
	 　	　E-mail、Faxまたは往	復はが	
	 きのいずれかで申込み。

	 					三重県上野森林公園、日本		
　野鳥の会三重、三重県環境
学習情報センター
	 		三重県上野森林公園

	 	〒518-0817　伊賀市下友生	
	 	字松ヶ谷1
	 	Tel　0595-22-2150	　
	 	Fax　0595-22-2151

	 	muenofp@e-net.or.jp

 谷川士清の会
士
ことすが

清まつり
	[1部 ]	9：30 〜10：40
講演会「谷川士清と稲垣定穀の蔵書」
講師　 中川　豊氏　帝塚山大学専任講師、	
	 	元津市図書館職員（専門員）
	[2部 ]10：40 〜12：00
お茶会		士清の茶室「狸庵」を偲んで
	 	呈茶券	 300 円
史跡巡り	反古塚・谷川神社・福蔵寺

	　5月10日（木）9：30 〜12：00
	 	谷川士清旧宅およびその周辺
	 		Tel　059-223-6527（馬場）

 住友商事 東日本再生ユースチャレンジ・プログラム
～インターンシップ奨励プログラム～
東日本の再生過程に若者の参加を
「インターンシップ奨励プログラム」
は、被災地で活動しているNPOで
長期にわたるインターン活動を行う
ユース世代に対して奨励金を支給し、
学ぶ場を提供することにより、地域

の再生に取り組むことを応援するも
のです。
＜インターンシップ内容＞
①期間：2012年 7月1日〜2013 年	
	 　3月31日
②活動時間：上記の期間内で200 〜	
　　　　　　300 時間
③奨励金：活動1時間あたり800 円
※詳細はHP参照

	 	被災地の地域再生に関心を
持つユース世代（大学生／大
学院生／専門学校生など）		
　で、主に10 代後半〜20 代				
　までを対象とする。学部・学科・
　専攻など不問。
	 	10 名程度（7つの受入れ団体	

	 　に各1〜2名）
	 	5月1日（火）〜5月15日（火）	

	 必着
	 	応募用紙（HPからダウンロー	

	 ド）に、希望する受入れ団体	な
	 　どの必要事項を記入し、「被災	
	 地再生への思い」または「イ	
	 ンターン活動を終えた9ヶ月	
	 後の私へ」のどちらかのテー	
	 	マによる2,000 字程度の小	
	 	論文を添付し郵送。

	 				書	類選考を通過した方のみ面
接を実施し、6月中旬頃に選
考結果を通知。
	 	住友商事株式会社
	 	（特活）市民社会創造ファンド
	 		（特活）せんだい・みやぎNPO
　センター

	 　	インターンシップ奨励プログ	ラ	
	 ム事務局
	 	〒980-0804　宮城県仙台	市	
	 青葉区大町2-6-27　
	 　岡元	ビル4階
	 　Tel　022-264-1281（小川）

	 		minmin@minmin.org
	 		http://www.civilfund.org/
youth-challenge.html

 平成 24 年度みえ文化芸術祭
第 63 回みえ県展
～県内最大規模の公募美術展覧会～

	 5月19日（土）〜 6月3日（日）	
	 9：30 〜17：00（月曜休館）
	 	※土曜日は19：00まで、
	 　最終日は15：00まで

	 三重県総合文化センター　
	 三重県文化会館　
	 　ギャラリーおよび大会議室
	 	（津市一身田上津部田1234）

	 		一般 200 円、学生無料

　　　 ※20名以上の団体またはシア	
	 　ターメイツ会員証をご提示	
	 　の方は50 円割引
	 	※学生は学生証の提示必要
	 	※6月2日（土）は『県民文化	
	 　祭総合フェスティバル』のた	
	 　め入場無料

熊野移動展
	 	6月16日（土）〜6月24日（日）	

	 	9：00 〜19：00（月曜休館）
	 	※最終日は16：00まで

	 熊野市文化交流センター（熊	
	 野市井戸町643番地の2）
　　　		※入場無料

	 	県展入賞作品および熊野市・
尾鷲市・御浜町・紀宝町・紀
北町の入選作品

県展ワークショップ
～刻字・落款を彫ろう、壁掛け
ボードを彫ろう～

	 	中川京童氏
	 5月20日（日）10：00〜16：00
	 三重県文化会館2階　
	 		（材料費として）各1,000 円	
　※申込不要
	 三重県書道連盟

	 		みえ県展運営委員会・三重県・
三重県文化会館〔（公財）三		
　重県文化振興事業団〕
	 	三重県教育委員会・三重県市
長会・三重県町村会・（公財）	
　岡田文化財団・中日新聞社・		
　（株）百五銀行・中部電力（株）・			
　JA バンク三重
	 三重県文化会館　

	 事業推進グループ
	 	Tel	059-233-1122

 「環境基礎講座」参加者募集
環境学習指導者養成講座
環境問題の解決に向けて、地域で環
境活動を行う方の養成が望まれてい
ます。本講座では、環境をいろいろ
な視点から考え、幅広く環境問題に
ついて学びます。

	 	6月9日（土）〜7月14日（土）
	 　10：00 〜16：15（全 6 回）
	 	※詳細はHP 参照

	 	　		津市勤労者福祉センター
	 		「サン・ワーク津」
	 	（津市島崎町	　143-6）

	 		18 歳以上の方で環境保全に
関心のある方、教員の方

NPO から寄せられた募集とご案内
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	 	各回 25 名　
	 	※応募多数の場合は抽選（三	
	 	　重県内在住の方を優先）

	 5月20日（日）必着　
	 		Fax、郵便、E-mail のいずれ		
　かで、講座名「環境基礎講座」、		
　全日程参加または参加日程を
選択し、氏名・郵便番号・住所・		
　Tel・Fax 番号を連絡
	 　三重県環境学習情報センター

	 	〒512-1211　四日市市桜町	
	 3684-11
	 	Tel　059-329-2000　
	 	Fax　059-329-2909

	 	info@eco-mie.com
	 		http://www.eco-mie.com/
kouza/kannkyo_kiso/index.
html

2 初心者向け
第 1 回　無料パソコン講座開催
いが若者サポートステーションでは、
若者UPプロジェクトに参画し、日
本マイクロソフト社のご協力により5
月より毎月無料パソコン講座を開催
しています。最新のソフトウェアで
あるWindows7 ＆ Oice2010 を
導入！テキストも無料となっておりま
す。是非ご参加ください！

	 5月9・11・14・16・18・21	・	
	 23・25日（全8回）
	 　10:00 〜12:30
		 	 　	上野ふれあいプラザ 3階

	 		15〜39歳の求職中の方
	　	Word2010、Excel2010、	
　	PowerPoint2010

	 	8名 ※応募多数の場合は抽選
	 	受講前に、いが若者サポート	

	 	ステーションへの利用登録が	
	 	必要です。
	 	説明会にご参加ください。
	 	○説明会日時：
	 　4月25日（水）14:00 〜15:00
	 　5月 7 日（月）14:00 〜15:00
	 ○場所：上野ふれあいプラザ3階

	 		いが若者サポートステーション
	 	　	〒518-0869　伊賀市上野中	
	 	町 2976-1　
	 上野ふれあいプラザ 3階
	 伊賀市社会福祉協議会内
	 	Tel　0595-22-0039　	 	
	 	Fax　0595-26-0002

	 		hataraku@hanzou.or.jp	
	 		http://www.hanzou.or.jp/
saposute/

 男女共同参画強調月間
中園ミホさん講演
～働くことは 生きること～
人気ドラマ「ハケンの品格」「ナサケの
女」の脚本家から、頑張っているすべ
ての働き女子にエールを。泣いて	笑っ
て	前を向いて、自分が主役の人生（ド
ラマ）を生きる“エール”となるお話
をいただきます。どうぞお楽しみに！

	 	中園ミホさん
	 	（日本大学芸術学部客員教授）

	 6月3日（日）13：30〜15：30
	 三重県男女共同参画センター	

	 	「フレンテみえ」多目的ホール
	 無料　※要申込み／先着順
	 350 名程度
	 0歳〜小学校3年生

	 	　・託児料：1,000 円／1人
	 　・				締　切：5月20日	（日）

	 		HPの受講申込書に必要事項	
	 	を記入の上、郵送・Fax・持	
	 	参にて申込み。Tel・E-mail	
	 	での申込みは、受講申込書を	
	 	参照の上、必要事項を連絡。

	 三重県男女共同参画センター	
	 	「フレンテみえ」
	 	〒514-0061　津市一身田上	
	 津部田1234
	 	Tel　059-233-1130　
	 	Fax　059-233-1135

	 　	frente@center-mie.or.jp
	 		http://www3.center-mie.
or.jp/center/frente/jigyou/	
　		H24/005nakazono.html

  みえ生と死を考える市民の会　発足 14 周年　記念講演会
「いのちという名の万華鏡　
～人間の不思議を考える～」

	 佐治	晴夫氏
	 （鈴鹿短期大学	学長）

	 7月8日（日）13：00〜15：00
	 三重県総合文化センター　

	 中ホール
	 	前売り一般800 円、会員・	学	

	 	生 400 円（当日券は各1000
	 　円、500 円）
	 	※前売りチケットは、すずかの	
　　　　　ぶどう（白子サンズ 3階）、	
	 　ワニコ書店（三重大学病院	
	 	　前）、縁の家（伊勢市宮町駅	
	 　前）などで販売中

	 	みえ生と死を考える市民の会
		縁（えにし）の家

	 〒516-0805　伊勢市御薗町	
	 　高向 927
	 	Tel　0596-63-5226　
	 Fax　0596-63-5236
	 　（できるだけ郵便・Fax・E-mail	
	 をご利用下さい）

	 	homecare@amigo2.ne.jp
	 	http://seitoshi.umin.jp/

E-mail		 ホームページ

【情報を提供していただく皆様へ】
市民活動・ボランティアニュースの原稿用
フォーマットができました！掲載希望の際
は、ホームページからフォーマットをダ
ウンロードしていただき、E-mail または
Faxにて以下の要領でお送りください。
　（1）	　フォーマットに必要事項を入力のう		
　え、毎月10日までにお送りください。

　（2）	E-mailは件名に「市民活動・ボラン
　ティアニュースへの掲載希望」と明		
　記してください。

ホームページ 原稿用
フォーマットダウンロード手順
トップページから「みえ市民活動・ボラン
ティアニュース」のボタンをクリック。「イ
ベント情報投稿」「募集情報投稿」の2種
類がありますので、掲載内容によってお
選びください。「申し込みフォーム」をク
リック後、出力していただくか、データ
をパソコンに保存してお使いください。
http://www.mienpo.net/center/

E-mail　center@mienpo.net　 
Fax　059-222-5971
転載を希望の場合は必ず「みえ県民交流セ
ンター指定管理者：みえNPOネットワー
クセンター」に連絡してください。（審査部）
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みえ市民活動・ボランティアニュースはこちらにあります。

【地域の社会福祉協議会】 県内の市町社会福祉協議会

【地域の市民活動センター等】〈　市〉みえ市民活動ボランティアセンター/津市市民活動センター/三重
大学/ޢ大学/三重短期大学/高田短期大学　〈܂名市〉܂名市市民活動センター　〈いなべ市〉いなべ
市市民活動センター　〈౦員町〉とういんボランティア市民活動支援センター　〈࢛日市市〉四日市市市民
活動センター/四日市大学　〈ُࢁ市〉ُ 山市市民協働センター　〈ླࣛ市〉市民ネットワークすずかのぶ
どう/鈴鹿国際大学/鈴鹿ҩྍ科学大学　〈দࡕ市〉松阪市市民活動センター/三重中京大学　〈ҏ勢市〉
いせ市民活動センター/ߖላ館大学　〈ௗӋ市〉鳥ӋＮＰＯネットワークセンター・結　〈ࢤຎ市〉志ຎ市市
民活動支援センター/ԣ山ビジターセンター　〈名ு市〉名張市市民活動支援センター／エコリκート楩
目の森/名張市立図書館/名張青年会議所/名張市総合福祉センター　〈ҏլ市〉伊賀市市民活動支援セ
ンター/伊賀市立図書館/伊賀青年会議所　〈ඌ市〉東紀भコミュニティデザイン　〈໌町〉めいわ市民
活動サポートセンター　〈ೆҏ勢町〉倕伊勢町町民文化会館　〈لๅ町〉紀宝町ボランティア市民活動セン
ター　

協　賛

【金༥機関・企業等】	百五銀行各店/第三銀行各店/三重銀行各店/東海労働金ݿ各店/県下JAバンク各店/
メディカル一光各調ࡎༀ局

【行政機関等】	 	三重県ி県民ホール/三重県地域機関（各県民センター[܂名、四日市、鈴鹿、津、松阪、伊
勢、伊賀、尾鷲、熊野]）/三重県栄町ி （ࣷ情報公開槜ޱ）/三重県総合ҩྍセンター/三重県立一志病院/
三重県立志ຎ病院/三重県立こころのҩྍセンター/三重県立こころの健康センター/ࡈ宮ྺ史ത物館/
三重県立ത物館/三重県立図書館/三重県生֔学習センター/三重県男女共同参画センター『フレンテ
みえ』/三重県人権センター/三重県身体障者総合福祉センター/三重県環境学習情報センター/三重
県鳥Ӌパート情報センター/三重県立熊野古道センター/各市町役場/各市町中央公民館など

みえ市民活動・ボランティアニュース発行にあたり、協
賛をいただいております。

環境にやさしい植物性大豆インキを使用しています。

 「NPOから寄せられた募集とご案内コーナー」の原稿締切は前月10 日です。掲載希望の方は10日までに情報をデータでお送りください。（詳細 6 ページ）

図書
コーナー

◆  平成 23 年度　県民活動実態・意向調査報告書
　　発行：千葉県環境生活部県民交流・文化課　
　　調査・編集：株式会社エヌケイサービス
　　発行日：2012年 3月

◆ ＮＰＯとともに創る新たな地域社会
  NPO 活動推進自治体フォーラム静岡大会　報告書
	 発　行：	NPO活動推進自治体フォーラム静岡大会実行委員会　
	 	 　事務局（静岡県県民部県民生活局県民生活室）
	 発行日：2009 年 3月

◆ 企業側からみたＮＰＯとの協働に関する調査研
　　究事業　報告書　
 発　行：財団法人中部産業活性化センター
　			制作協力：株式会社三重銀総研　調査部
	 発行日：2009 年 3月

◆  １型糖尿病 [ＩＤＤＭ ] お役立ちマニュアル　
 ＰＡＲＴ３　災害対応編
 発　行：特定非営利活動法人日本ＩＤＤＭネットワーク
	 発行日：2007年 9月

〈Monthly　Selection〉

認証した特定非営利活動法人
(2012 年 3月10 日〜2012 年 4月9日認証分 )

① 認証団体名　② 法人事務所の所在地　③ 活動分野　④ 認証年月日　⑤ 代表者
①	特定非営利活動法人　日本ボリ
ビア人協会

②津市大門 7-15　津センターパレ		
　ス 3 階　津市市民活動センター
③	社会教育、まちづくり、文化、国際、
子ども、経済活動、職業能力	

④ 2012年 3月14日
⑤理事長　山田　ロサリオ

①特定非営利活動法人　ささゆり
②	伊賀市諏訪441番地の1
③保健、まちづくり、その他
④2012年 3月19日
⑤理事長　今岡　睦之

①特定非営利活動法人　いなべこ
　ども活動支援センター	
②	いなべ市員弁町楚原 940 番地
員弁コミュニティプラザ内

③社会教育、まちづくり、文化、	
　子ども、その他
④2012年 3月21日
⑤理事長　木下　裕美子

①特定非営利活動法人　経営フォ
　ーラム三重
②	四日市市安島一丁目2番 19号
③経済活動、職業能力
④2012年 3月21日
⑤理事長　東海　友和

①特定非営利活動法人　鈴鹿モー
　タースポーツ友の会
②	鈴鹿市飯野寺家町816 番地
③まちづくり、文化、子ども、経済
　活動
④2012年 3月27日
⑤理事長　川岸　光男

①特定非営利活動法人　ITC 三重
②	松阪市川井町625 番地 2
③情報化社会、経済活動、職業能
　力、その他
④2012年 3月27日
⑤理事長　村阪　浩司

①特定非営利活動法人　きずな
②	鈴鹿市江島本町 31番17号
③保健
④2012年 3月27日
⑤理事長　松田　邦夫

①特定非営利活動法人　カラーズ
②松阪市美濃田町字大蓮寺25番2
③保健、まちづくり、文化
④2012年 3月27日
⑤理事長　竹野　雅士

①特定非営利活動法人　ユーネッ
　トみらい
②四日市市高見台一丁目24番地7
③保健、社会教育、情報化社会、
　その他
④2012年 3月27日
⑤代表理事　北村　順

① NPO法人　えん
②伊賀市長田字垣内2063 番地の1
③保健、社会教育、まちづくり、文	
　　	　　化、環境、人権、子ども、情報	
				 	化社会、科学技術、経済活動、
　職業能力、その他
④2012年 3月27日
⑤代表理事　萬成　哲也

「NPO 法人の活動実態調査」について
　特定非営利活動法人みえNPOネットワークセンターでは、平成 23 年度に三重県の委託を受け、三重県内の
NPO法人活動実態調査を行いました。
　調査は、NPO法人が自立した活動をするために必要となる支援などを把握するため、NPO法人の活動実態や課
題等に関して調査し、その結果を平成 24 年度に策定予定の「新しい公共推進指針（仮称）」
や今後の施策展開の基礎資料として活用する事を目的に行いました。
　調査対象団体は、平成 23 年 3月までに認証された三重県内すべてのNPO法人 561
団体です。調査方法は平成 23年10月に各団体へアンケート用紙を送付させていただき、
同年11月〜翌年2月まで訪問調査として、アンケート用紙の回収と補足のヒアリングを行
いました。また、県内全域のNPO法人が調査対象ということもあり、今回はみえNPOネッ
トワークセンターに加盟する各地の中間支援組織が核となり調査を実施しました。
　ご多忙の中、訪問・電話等で聞き取り調査にご協力いただいた団体は561団体中、全
体の 80.6%にあたる452団体でした。本当にありがとうございました。本調査の集計・
結果に関しては、三重県にお渡しし、有効に活用していただけることと期待しております。

図書
コーナー

県民交流センターの一角にある図書コーナーでは、
NPO、協働、ボランティア、福祉、環境、防災など、
いろいろな分野の活動に役立つ本や資料、ビデオを貸
し出しています。ぜひお立ち寄りください。


